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グローバルリート市場(除く日本)の動向（2019年2月） 
 2019年2月のグローバルリート市場（除く日本）（配当込み）（Ｓ＆Ｐ指数ベース）は、ＦＲＢ（米連

邦準備制度理事会）が利上げを停止する方針を示したことや米中貿易協議の進展見通し等を背景に、現地
通貨ベースで0.5％、円ベースで2.2％上昇しました。現地通貨ベースの指数が史上最高値圏にあることか
ら損益確定の売りも多く、上値の重い展開となりました。米中貿易協議の進展を受けたリスクテイク姿勢
の強まり等から、リートに比べて相対的に業績の変動が大きい株式が選好されました。 

  （参考）2019年2月世界株式（MSCI‐kokusai（除く日本、配当込み））のパフォーマンス 
      【現地通貨ベース】＋3.5％（年初来＋11.2％） 【円ベース】＋5.7％（同＋13.2％） 
 グローバルリート市場のＦＦＯ（前年比）は、2019年が+5.9％、2020年が+4.3％と予想されています

（2019年2月末時点）【図表7】。 
【米国（Ｓ＆Ｐリート指数（現地通貨・配当込み）ベース）】 
• ＦＲＢの金融政策変更を受けた金利低下観測が下支えする一方で、指数が史上最高値圏にあることから損

益確定の売りも増加し、小幅な上昇に留まりました。2018年10～12月期業績が市場予想を下回る銘柄が
多かったヘルスケアセクターや個人用倉庫セクターが重荷となりました。 

【フランス（同）】 
• 1月に13.1％上昇したことによる戻り待ちの売りや、マクロン仏大統領の政策運営を懸念した売り等に押

され、4.0％下落しました。 
【豪州（同）】 
• 住宅価格の下落や消費者物価の落ち着きを背景に利下げ観測が浮上し、金利低下が進んだこと等が支援材

料となって続伸しました。 
【シンガポール（同）】 
• 2018年10～12月期経済成長率（前年同期比）の鈍化による金融緩和期待や米中貿易協議の進展観測等を

背景に上昇しました。但し、小売り売上げの鈍化懸念等が重荷となり、上値は限定的でした。 
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図表1：世界リートの国・地域別構成比やパフォーマンス等（2019年2月末時点） 

※各国・地域のリート、米国優先リートのパフォーマンスはすべてＳ＆Ｐ指数ベース（配当込み） 
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成 

（1）現地通貨ベース （2）円ベース 
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（1）米国 

図表2：主要国リート市場及び米国優先リート市場の指数推移 

（3）豪州 

データ期間：2016年1月4日～2019年2月28日（日次） 
※各国のリート、米国優先リートはすべてＳ＆Ｐ指数ベース（現地通貨ベース・配当込み）  
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成 

（2）フランス （4）シンガポール 

図表3：主要国リートのイールドスプレッド（配当利回り－10年国債金利）（2019年2月末時点） 

図表4：世界リートのＰＢＲ（株価純資産倍率）の推移 

※各国のリート、米国優先リートはすべてＳ＆Ｐ指数ベース 
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグ、アライアンスバーンスタインのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成 

※米国・フランス・豪州・シンガポールリートの各月末ＰＢＲの時価総額加重平均（Ｓ＆Ｐ指数ベース、時価総額は米ドルベース） 
出所）Ｓ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成 



今後の見通しについて 

図表5：主要国リートの配当利回りと10年国債利回り推移 

データ期間：2014年1月末～2019年2月末（月次） 

図表6：主要国リートのＰＢＲの推移 

（1）米国 （3）豪州 

（1）米国 （3）豪州 

（2）フランス （4）シンガポール 

（2）フランス （4）シンガポール 

図表7：主要国リートのFFO（注）の見通し推移（2019年2月末時点） 

※図表5～7の各国リート指数はすべてＳ＆Ｐ指数ベース（現地通貨ベース） 
出所）図表5～6はＳ＆Ｐ、ブルームバーグ、図表7はアライアンスバーンスタインの 
   データをもとにニッセイアセットマネジメント作成 

データ期間：2014年1月末～2019年2月末（月次）  

（注）ＦＦＯ（ファンド・フロム・オペレーション）：リートが保有不動産の 
   運用から生み出すキャッシュフロー 

※データ取得が可能な2015年10月末より掲載。 



株式市場の動き 

 日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で
上昇しました。前週末まで800円近く下げた反
動から、週初は5営業日ぶりに反発してスター
トしました。市場予想を下回る1月の機械受注
等を受け週央に下落したものの、週末は円安の
進行や堅調な上海株式市場を受け上昇しました
（週末引け値：21,450.85円）。 

 
 週間では、日経平均株価は2.02%の上昇、東証

株価指数は1.92％の上昇でした。   

（1）日本の株式・債券市場 

週間市場レポート 
（2019年3月11日～3月15日） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

債券市場の動き 

 日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
でほぼ横ばいとなりました。特に目立った材料
もなく、日経平均株価の動向等を受け一進一退
の 展 開 と な り ま し た （ 週 末 引 け 値 ： －
0.034％）。 
 

 週間では、0.001%の低下となりました。 

（審査確認番号 2018-TB510） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 



市場の動き 

 米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上昇
しました。市場予想を上回る小売売上高や耐久
財受注等の経済統計や原油価格の上昇を受け、
週を通じて上昇傾向となりました（週末引け
値：25,848.87ドル）。 
 

 週間ではNYダウは1.57％の上昇となりました。 

（2）米国の株式市場 

（3）外国為替市場 

市場の動き 

 米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高と
なりました。日経平均株価や上海株式などのア
ジア株式市場の上昇や、英国の欧州連合からの
「合意なき離脱」を回避する法案の可決を受け
た投資家心理の改善を受け、円売り米ドル買い
が優勢となりました（週末引け値：111円45
銭～55銭）。 
 

 週間では米ドル/円は0.28％の円安、ユーロ/
円は1.11％の円安となりました。 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 



【当資料に関する留意点】 
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